
R元.9.18 中部教育事務所
科学が好きな生徒が大集合！！
7 月 7 日（日）、科学の甲子園ジュニア高知県大会の予選が県内 5

会場で開催されました。
中部教育事務所管内では、高知県教育センター本館と高知県立青

少年の家の 2会場に分かれて行われ、両会場合わせて 16 校から 30
チーム、176名の中学生の参加がありました。その中には 1校で 6
チームも出場した学校や運動部単位で参加した学校、小規模校なが
ら、全校生徒のほぼ全員が参加した学校などもありました。

理科雑学王決定！
今年も中部教育事務所の会場では、閉会

行事の中でレクリエーションとして「理科
雑学王決定戦！！」クイズ大会を行いまし
た。第1ステージは全員参加の○×クイズ、
第2ステージは勝ち残った生徒による○×
クイズ、最終ステージは高知県に関する数
字を当てるクイズでした。引率の先生方に
もクイズの作問やクイズ大会の運営に関
わっていただきました。
それぞれの会場で、「雑学王」になった生

徒たちには表彰が行われ、賞状と景品が渡
されました。

県大会に3チームが出場
本大会では中学 1、2年生

が 6人 1組となり、理科と数学
の探究的な課題に取り組みま
した。予選会では筆記競技が実

施され、6人で役割分担したり、話し合ったりしながら筆記問題に
に取り組むようすが見られました。
予選の結果が発表され、高知県本戦に出場する 10 チームに、よ

コジロー越知ＴＷＯ（越知中学校）、ＭＡＫｓ（高知国際中学校）、
Ｍ２ＫＩＨＳ（高知国際中学校）の 3チームが選ばれました。
8月 18 日（日）に行われた高知県大会でも 3チームは健闘し、

Ｍ２ＫＩＨＳチームが金賞として表彰されました。

科学の甲子園ジュニア高知県大会予選（中部教育事務所管内）開催

参加者増加中！
中部教育事務所管内

の参加チームは、13→
27→30 チームと、
年々増加し、本年度も
多くの生徒たちが科学
や数学を探究したり、
仲間と協力したりする
楽しさを味わうことが
できました。
来年度も多くの学

校、チームの参加をお
待ちしています。

【○×クイズで出題された問題より】

深海には、猛毒の硫化水素を栄養源とする生物がいる ○

キリンの１日の睡眠時間は、２０分である ○

高知県の花は「ヤマモモ」で、赤くておいしい実がで

きますが、ヤマモモの花の花弁は白色である
×

アサガオの花は、1日の中でも花の色が変わることが

ある
○

オオカナダモは種子植物である ○

ヒトの体で、一番長い骨は背骨である ×

夜空の星の中には、「りょうま」と名付けられた天体がある ○


